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第３６８回例会　１０月２６日（火）AM7:30～8:30 オークラホテル４Ｆ　平安の間
■司会：後藤達朗　■点鐘：坂井光蔵　■ロータリーソング：希望のエナジー
■ゲスト：川島順三様

会長挨拶 幹事報告

委員会報告・スマイル

2010-11

『週刊東洋経済』という本を読み、現在、日本は輸出産業が

円高の影響で良くないと書かれていました。アメリカも過去に

同様の事がありましたが、日本と違ったのは、製造業は悪

かったのですが、非製造業、特にサービス業は良かったとい

う事です。日本は、過去の物作りの経験から効率化をして生

産性を上げれば良いと考え、サービス業も効率化を求めてし

まっている為、付加価値を生んでいない。此処で言う効率化

とは、機械化して生産性を上げ、人件費を削減していく事で

す。結果、購買力が減少し、問題解決につながらないのであ

ります。ある日本のトップ自動車メーカーも軽自動車の販売

に踏み切るようですが、付加価値の増大にはならないでしょう。

付加価値という点では、今年の夏に羽根の無い扇風機が売

り出され、通常の１０倍以上の値段（3~4万円）で販売されまし

たが人気があったようです。これは、まさしく付加価値を高め

販売した良い例であると思います。これからは、過去の成功

に、いつまでも捉われず、時代の変化についていかなければ

ならないと思います。

１．10/19の創立記念例会には多数のご出席を有り難う

ございます。通常例会よりも出席率が良かった事と記念

すべき創立例会という事で100％出席例会にしたいと思

います。不手際で事前告知をしなかった事をお詫び致し

ますと共に皆さまのご協力をお願い致します。

２．１０月は米山月間です。米山豆辞典を配布しますの

で、ご一読下さい。

3．本日、例会終了後 8：40～理事会が３Fチェルシーの

間で開催されます。出席義務者の方は、ご出席をお願

いします。

今日の朝食は飲茶でした

■ありません

出席

報告

85名中61名72.09%

前々回修正出席率

ハッピーバースディ

■今月のハッピーバ―スディ

Libbyさん、犬丸さん、末広さん、林さん

がセシルさんから誕生日プレゼントをい

ただきました。
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「事業経営　文化活動を通じて今、思う事」
卓話者　浜松堀留(株)　代表取締役会長　川島順三様
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議事卓話

中２の時、人は何のために、どのように生きていけばいいか悩んだが、

その答えがなかなか見つからなかった。その後、弁護士であった

義理の父より「一世一代」という言葉を得た。

30代まではまだ仮であり、さまざまな借りで成り立っている。

３０～６０歳が一世一代の時期となる。この時期が最も充実した

時期であり、真・善・美を考える。真や美はある程度特殊。

善を意識するとよい。善とは人が喜ぶことである。

60～80は一世二代であり、体力、気力とも衰えるかもしれないが、

心はどんどん成熟する。幸せとは心のありようである。

お金の本質は、より高い価値を実現するための手段である。企業活動において、利益は目的では

なく結果である。

お金は生きるため、文化、福祉のために使用されるものである。

文化とは、楽しみ、喜び、感動を与えてくれる。

福祉とは、悩み、苦しみの軽減である。

浜松はフロンティアの街、文化が不毛であり、根付きにくい街であるが、音楽の街にシフトしてきた。

掘留１００周年事業も、音楽文化を意識してオペラコンサートを主催し、それをきっかけとして音楽への

道が開けた。

一世二代の人生とは、感動のある人生、徳のある人生を歩むことである。徳とは、十四の心と読むこと

ができる。１４の心を意識し、お互いに認め、認められる人生を送っていきたい。

会社概要：

堀留運河について 明治四年、藩士の失業対策を兼ねて現在の菅原町から浜名湖の約２６キロの水

運。当初は良かったが、次第に傾いてきた会社を川島家が立て直した。

現在１１８年目、順三様は５代目


